
ページ物の面付けと折り丁

ペラ物の面付け

反復（リピート） 多面付け（ギャンギング）

印刷された紙。両面に16ページ分が印刷
されています。これを「台」といいます。

同じジョブを印刷用紙のサイズに繰り
返し配置する面付け方法です。一度に
大量の完成品を作ることができます。

異なるジョブを1枚の用紙に配置します。配置のコツは、断裁が複雑にならないように、後工程も
考えておくことです。上の例の場合、まず上下に分けて（大裁ち）、さらに下部分も細かい印刷物
に切り分けます。

A3プリンターでA4サイズのチラシやリーフレットを
印刷するときは、A3サイズの用紙に2枚分のチラシを
配置できます。このとき、片方のデータの天地を逆に
しておくと、断裁側を揃えることができます。

16ページの中心になる「8／9」が手前に来るように二つ折りして、
「8」が右になるように方向を変えます。

1ページ目が手前に来
るように二つ折りして
「折り丁」の完成です。

折り丁には背標が付いてい
ます。背標を階段状に並べ
ると、折りの順番を間違う
ことがありません。

折り丁が揃って製本したら、小口、
天、地の3ヵ所を断裁します。こ
れを「三方断裁」といいます。断
裁ミスが起きると、袋とじの状態
になってしまいます。

背標

表面の「1」と「4」が外側で合うように二つ折りして、
「4」が左上に来るように内側に折ります。
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